日中韓分析研究交流会シンポジウム（韓国、済州島）開催報告
今年のCJKシンポジウムが韓国の済州島で10月31日～11月2日に開かれました。通算で8回目になります。大会会長はProf. Dong-Sun Lee（ソウル女子大学）で、韓国分析研究会、食品研究院（KFRI）とソウル女子大学の共同開催です。KFRIのDr. Joeho Haが事務局となりKFRIのスタッフが会の運営を支援してくれました。中国側団長は清華大学の林金明教授(Prof. Dr. Jin-Ming Lin)、日本側は(社)日本分析化学会の後援を受け、団長は分析化学会会長の中村洋先生（元東京理科大学）で、各国の参加者は韓国29名、中国37名、日本28名の参加がありました。新済州市のGrand Hotelがシンポジウム会場で、発表は11月1日朝8時から夕方17時半までびっしりつまっていました。午前中は代表者挨拶やプレナリー講演が広い会場で行われました。午後はポスター発表と2つの会場に分かれてシンポジウムに入り、活発な意見交換が行われました。発表は分析化学全般で、バイオセンサーからクロマトグラフィー、マイクロチップ、環境分析から応用まで多岐にわたり、口頭発表37件、ポスター発表30件と、大盛況でした。1日に集中させたため発表を全部聞く事ができず、不満の声も若干あがりました。中国は口頭発表を行いたいとの要請が強く、韓国側が時間配分に配慮してポスターを増やしたりして時間を調節し、いろいろと苦労されておりました。教授陣の発表内容は全体的にレベルが高く、国際学会への初デビューの学生や若手研究者も堂々と元気よく発表していました。少しずつ学生や若手研究者の参加が増えてきました。中国から日本に留学中の学生も参加し、この研究会を通じて研究交流が進んでいる成果もみられました。
シンポジウム前日に到着した方は思い思いに市内を散策して見聞を広めておりました。11月21日の講演終了後意見交換会があり、各国の研究者は和気あいあいと情報交換や交流を行いました。今回は中村洋先生の退職を記念して花束贈呈や、運営委員間でのプレゼント交換等がありました。
11月2日には会主催のツアーがあり、参加者達は世界遺産に登録されている日の出峯、万丈窟の奇景や特徴ある噴火口の自然、民俗村での生活等に触れて大いに見聞を広めました。1970年代に和歌山からみかんの苗木を移植し、農業指導した事が今の済州島の繁栄につながった話、蒙古（元）が日本を攻める時に済州島を植民地にして馬を持ち込み繁殖させ、今の足の短い済州島のポニーの先祖になった話など3国の繋がりを感じさせる島でした。
簡単なシンポジウムプログラムを下記に紹介します。
Oct. 31

Registration.　Committee members meeting

Nov. 1、AM　Room Jade 
08:40 - 12:00 : Symposium I 
Nov. 1, PM　Room Jade & Room Amethyst（パラレルセッション）
13:00 - 15:30 Symposium II 
Break 15:30-15:40
15:40 - 18:00 Symposium II continued
12:00 – 16:00 Poster presentation

18:30 - 21:00 Welcome Party
· Special Event for Professor Hiroshi Nakamura
· Introduction of 2012 CJK symposium by next host country
Nov. 2, 2011 (Thursday) – Social program
（独）産業技術総合研究所　前田恒昭
